
リ

レ 　 連 載

　
授
業
づ
く
り
に
役
立
つ
本
、
授
業
と
か
ら
め
て
生
徒
に
読
ま
せ
た
い
本
な
ど
を

紹
介
す
る
リ
レ
ー
連
載
。
今
回
の
ご
担
当
は
、
甲
斐
利
恵
子
先
生
（
港
区
立
赤
坂

中
学
校
教
諭
）
で
す
。

ル
ロ
イ
先
生
へ
の「
弔
辞
」

—
—

人
物
像
を
捉
え
る
一
つ
の
方
法

授
業
に
役
立
つ

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
2
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甲
か

斐
い

利
り

恵
え

子
こ

福岡県生まれ。専門は国語科単
元学習。光村図書中学校『国語』
教科書編集委員。著書に，『聞
き手話し手を育てる』（共著・東
洋館出版社）など。
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︻
ね
ら
い
︼

・
人
物
像
を
ま
る
ご
と
つ
か
ん
で
表
現
す
る
。

・
語
り
手
の
心
情
に
寄
り
添
っ
て
読
む
。

　
「
握
手
」
を
読
む
た
び
に
、「
ル
ロ
イ
先
生
！
あ

な
た
っ
て
人
は
…
…
」
と
語
り
か
け
た
く
な
る
。

こ
の
湧
き
上
が
っ
て
く
る
感
情
を
ど
ん
な
形
に
す

れ
ば
子
ど
も
た
ち
と
語
り
合
え
る
授
業
に
な
る
か

と
、
ず
っ
と
模
索
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
亡
く
な
っ
た

二
〇
一
一
年
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
彼
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
と
言
葉
で
語
っ
て
い
た
。

ど
れ
を
読
ん
で
も
彼
の
す
ご
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

あ
る
雑
誌
に
「
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ　

そ
の

生
き
方
の
法
則
」
と
い
う
文
章
が
あ
っ
た
。
語
り

た
い
人
を
「
法
則
」
と
い
う
視
点
で
読
み
解
い
て

い
く
方
法
だ
っ
た
。
彼
の
価
値
観
を
深
く
掘
り
下

辞
な
ん
て
、
子
ど
も
の
世
界
に
は
無
縁
で
し
ょ
？

子
ど
も
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
？
と
、

多
く
の
不
安
を
感
じ
つ
つ
書
店
を
歩
い
た
。
そ
の

と
き
出
会
っ
た
の
が
『
弔
辞　

劇
的
な
人
生
を
送

る
言
葉
』（
文
春
新
書
）
だ
。
こ
の
中
に
、
タ
モ

リ
か
ら
赤
塚
不
二
夫
へ
の
弔
辞
が
あ
っ
た
。
す
ば

ら
し
く
整
っ
た
構
成
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
時
間

を
共
に
過
ご
し
た
人
に
し
か
語
り
得
な
い
愛
情
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
人
に
対

す
る
感
謝
の
思
い
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

語
ら
れ
て
い
た
。
赤
塚
の
言
葉
が
魅
力
的
に
引
用

さ
れ
、
そ
の
価
値
観
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

何
よ
り
、
赤
塚
を
心
か
ら
敬
愛
す
る
人
と
し
て
そ

れ
を
語
る
タ
モ
リ
が
、
ル
ロ
イ
先
生
を
亡
く
し
た

「
わ
た
し
」
と
重
な
る
と
思
っ
た
。
学
習
は
こ
の

弔
辞
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。「
違
う
」
と

い
う
思
い
は
、
よ
う
や
く
払
拭
さ
れ
た
。

げ
て
語
る
そ
の
語
り
方
に
心
を
奪
わ
れ
て
、「
ル

ロ
イ
修
道
士
〜
そ
の
生
き
方
の
法
則
〜
」
と
い
う

単
元
を
考
え
た
。
学
習
は
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
行

動
、
心
情
、
価
値
観
に
迫
る
も
の
に
な
っ
た
。
だ

が
、
何
か
が
「
違
う
」
気
が
し
た
。

　

翌
年
は
、
新
聞
の
人
物
紹
介
コ
ラ
ム
の
存
在
に

気
づ
き
、
人
物
の
魅
力
を
語
る
力
を
つ
け
る
た
め

の
単
元
を
考
え
た
。
学
習
は
、
ま
ず
コ
ラ
ム
の
分

析
か
ら
始
ま
る
。
用
意
さ
れ
た
多
く
の
新
聞
記
事

か
ら
、
人
物
の
魅
力
を
語
る
切
り
口
を
分
析
し
た
。

そ
の
分
析
し
た
切
り
口
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ル
ロ

イ
修
道
士
を
文
章
で
語
る
。
ル
ロ
イ
修
道
士
の
言

葉
一
つ
一
つ
が
人
物
像
を
物
語
っ
て
い
た
。
人
物

像
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
は
観
点
を
も
つ
こ
と
だ

と
学
ん
だ
。
だ
が
、「
違
う
」
と
い
う
微
か
な
感

覚
は
拭
え
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
次
の
年
、「
弔
辞
」
に
挑
戦
し
た
。
弔

弔辞大全Ⅱ

神とともに行け
開高 健 編
新潮文庫／1986年

樋口一葉の才能をいち早く評価した
評論家による「ああ一葉女史逝

ゆ

ける
か，ああ女史は逝けるか」で始まる
一文は，文学の小品を読んでいる感
覚になる。寺山修司へ向けた唐十郎
の惜別の辞など 50 編を収める。

悼む詩

谷川俊太郎 詩／正津 勉 編
東洋出版／2014年

谷川俊太郎の紡ぎ出す言葉が「悼む」
という心を伝えている。ジョン・レ
ノンに，武満徹に，石垣りんに，河
合隼雄に。30 余名に捧げる詩。東
日本大震災から２年後に発表された

「そのあと」も収録されている。

弔辞大全Ⅰ

友よ，さらば
開高 健 編
新潮文庫／1986年

編集した開高健は後書きで，弔辞を
「たった一回しか死ねない人に贈る
たった一回しか書けない作品」と述
べている。夏目漱石の死を悼む芥川
龍之介の文章など，明治・大正・昭
和の作家たちの名文集である。

弔辞
劇的な人生を送る言葉
文藝春秋 編
文春新書／2011年

取り上げられている故人は，司馬遼
太郎，渥美清，筑紫哲也，木村拓也
など，各界で活躍した人々50名で
ある。故人との深い交流があり，心
から敬愛しているからこそ語られる
言葉がここにある。

使
用
教
材
：
「
握
手
」（
三
年
）


